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寿
楽
院
は 

○
弘
法
大
師
（
お
大
師
さ
ま
）
を
宗
祖
と
し
、
高
野
山 

金
剛
峯
寺

こ
ん
ご
う
ぶ
じ 

を

総
本
山
と
す
る
高
野
山
真
言
宗
の
お
寺
で
す
。 

○
ご
本
尊
は
「
不
動
明
王
」
で
す
。 

○
ご
本
尊
を
拝
む
と
き
は
「
ナ
ウ
マ
ク 

サ
ン
マ
ン
ダ 

バ
ザ
ラ 

ダ
ン

カ
ン(
小
咒)

」
と
お
唱
え
し
ま
す
。 

真
言
宗
に
つ
い
て 

○
真
言
宗
は
、
仏
教
の
心
髄
の
教
え
を
説
く
密
教
の
宗
派
で
、
弘
法
大

師
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

○
根
本
の
御
仏

み
ほ
と
け

は
、
宇
宙
の
本
体
で
あ
る
法
身
仏
「
大
日
如
来
」
で
す
。 

○
大
日
如
来
の
御
真
言
は「
オ
ン 

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン 

バ
ザ
ラ 

ダ

ト
バ
ン
」
と
お
唱
え
し
ま
す
。 

○
高
野
山
真
言
宗
は
、
弘
法
大
師
の
御
廟 

ご
び
ょ
う 

を
信
仰
の
源
泉
と
す
る
宗

派
で
す
。 

 

弘
法
大
師
に
つ
い
て 

○
弘
法
大
師
は
、
お
名
前
が
「
空
海
」
で
、
灌
頂
名

か
ん
じ
ょ
う
み
ょ
う 

を
「
遍
照
金
剛

へ
ん
じ
ょ
う
こ
ん
ご
う

」

と
お
呼
び
し
ま
す
。 

○
宝
亀
五
年
（
７
７
４
）
六
月
一
五
日
に
、
現
在
の
香
川
県
善
通
寺
市

で
御
誕
生
に
な
り
、
承
和
二
年
（
８
３
５
）
三
月
二
十
一
日
に
、
和
歌

山
県
の
高
野
山
で
御
入
定

ご
に
ゅ
う
じ
ょ
う

な
さ
れ
ま
し
た
。 

○
弘
法
大
師
の
御
宝
号

ご
ほ
う
ご
う

は
、
「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
で
す
。
弘
法
大

師
を
拝
む
と
き
は
、
こ
の
御
宝
号
を
お
唱
え
し
ま
す
。 

 

教
義
と
信
仰 

 

宇
宙
の
す
べ
て
の
も
の
は
、
大
日
如
来
の
「
い
の
ち
」
の
顕

あ
ら
わ

れ
で
あ

り
、
こ
の
「
い
の
ち
」
の
世
界
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
「
曼
荼
羅

ま
ん
だ
ら

」

で
す
。 

 

高
野
山
真
言
宗
の
教
え
は
、「
い
の
ち
」
の
平
等
と
尊
厳
を
さ
と
り
、

大
日
如
来
の
智
慧
を
こ
の
世
に
実
現
す
る
た
め
に
、「
生
か
せ 

い
の

ち
」
を
実
践
し
、
共
存
共
生
の
世
界
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 

本
宗
の
「
御
宝
号
念
誦
運
動
」
は
、
弘
法
大
師
の
共
利
衆
生
の
精
神

に
立
っ
て
、
す
べ
て
が
「
い
の
ち
」
を
共
に
し
て
い
る
社
会
の
福
祉
を

め
ざ
す
具
体
的
な
活
動
で
す
。 

 

弘
法
大
師
は
、未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
御
誓
願

ご
せ
い
が
ん

さ
れ
、
高
野
山
奥
之
院
に
入
定
留
身

に
ゅ
う
じ
ょ
う
る
し
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
行
二
人
の
信

仰
の
も
と
大
師
の
御
教
え
を
こ
の
世
に
生
か
し
実
現
す
る
こ
と
が
、私

た
ち
の
務
め
で
あ
り
、
喜
び
で
す
。 

 

 

 

沈
迷

ち
ん
め
い

の
端は

し

驚
か
ず
ん
ば
あ
る
可べ

か
ら
ず 

   

●
●
●
い
ま
の
自
分
が
、
極
楽
と
地
獄
の
剣
が
峰

け
ん
が
み
ね

に 
 
 
 

 
 
 
 

立
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
が
よ
い 

 

「
剣
が
峰
」
と
は
、
火
山
の
噴
火
口
の
周
囲
の
こ
と
で
す
。 

  

相
撲
の
土
俵
も
剣
が
峰
と
い
い
ま
す
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
る
二
人
の
お
相
撲
さ
ん
は
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち

ら
か
が
土
俵
を
割
り
ま
す
。 

 

こ
の
剣
が
峰
が
極
楽
と
地
獄
を
分
け
る
分
岐
点
で
す
。 

  

弘
法
さ
ん
は
、
「
人
生
は
、
い
つ
も
い
ま
が
あ
な
た

の
剣
が
峰
だ
よ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

空 

海 

の 

言 

葉

空 

海 

の 

言 

葉 
 

 
 

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ   

生生生   

かかか   

せせせ   
 

い

 

い

 

い   

ののの   

ちちち   
   

 仏教が生んだ日本語 

 「ありがとう」 
 普段なにげなく使っている、お礼の
言葉。これも語源は「有り難し」とい
う仏教語である。「法句経」の「ひと
の生をうくるはかたく死すべきもの

の、生命あるもありがたし
・ ・ ・ ・ ・

」と言われ
ている。 
 人と生まれた生命の驚きを教える教
説である。だから「有り難し」とは、
その仏説を聞き、人の生命の尊さに目
覚めた、大いなる感動を表す言葉でも
ある。それがいつしか感謝の意に転用
されるようになったのである。 

お
大
師
さ
ん
誕
生
の
地
（
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
第
七
十
五
番

善
通
寺
の
大
楠
、
樹
齢
一
千
四
百
年
） 

 
高
野
山
奥
の
院
（
玉
川
に
架
か
る
御
廟
橋
か
ら
奥
の
院
を
臨
む
） 


